
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師80％以上

・教職員間でのマイプランの共有及び校内
研修等による取組を促進する。

・マイプランについては、全職員が目標を決め、日頃の授業で
実践してきている。しかし、コロナ禍の影響で、1学期はグルー
プでの話し合い活動が不十分だった。2学期からは、個人の
考えの共通点や相違点を明らかにし考えを深める学習に取り
組んでいる。

A

マイプランの達成状況については、９５％となり、ほぼ達成ができ
ている。佐賀県学力・学習状況調査の結果では、佐賀県平均と比較
したときに４年生国語１．２２算数１．３１、５年生国語１．２６
算数１．４５、６年生国語１．０９社会１．１１算数１．１８理科
１．２３となっている。全教科を平均しても１．２３と高い数字と
なり、マイプランの達成状況と合わせて、学力向上の取組の成果が
でている。

校内研授業
研究部
坂井・福井

○児童の基礎学力の定着を図る。 ○授業の中での話し合い活動を通して、自
分の考えを深めたり、広げたりすることがで
きていると思う児童の割合が80％以上
○「算数が分かる」児童の割合が85％以上

・色カードで自分の立場を明確にし、話し合
いに臨む。
・算数音読テストに定期的に取り組む。

・色カードを使い、自分の立場を明確にし、目的意識をもって
話し合い活動に臨んでいる。

・朝の時間、定期的に算数音読テストに取り組んでいる。 A

　12月の算数アンケートでは、「進んで学習中の話し合い活動に参
加できている」と答えた児童は、９０％でそこでの自分の考えの広
がりや深まりを感じ取ることができた。また、「算数が分かる」と
答えた児童は、８８％に上っている。上記の佐賀県学力・学習状況
調査の結果と合わせて考えると本校の取組は児童の学力向上に結び
付いて児童もそのことを実感しているといえる。

校内研基礎
学力部
江島・北村

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○学校生活アンケートで、豊かな心を育む
項目において、肯定的な回答をした児童の
割合が70％以上

・「人権集会」や「命を考える日」を実施し、な
かよしタイムで異学年交流体験をする。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修等
を実施する。
・保護者や地域の方と連携したふれあい体
験を実施する。

A

・6月の「人権集会」では、「よさ見つけカード」についての呼びかけを行
い、カードへの記入や受け渡しを定期的に実践してきたことで、自己肯
定感や友達に対する感謝や思いやりの気持ちが少しずつ高まってい
る。「命を考える日」については、今後実施予定であり、集会を通して人
の権利や命の大切さを児童に考えさせたい。
・道徳科については、ふれあい道徳は実施しているが、研修については
まだ実施できていない。評価についての研修の機会を検討中である。
・ふれあい体験については、コロナ禍で実施できていないが、しめ縄作
りや米を使った料理（ともに５年）について体験学習を行った。大豆を
使った学習（３年）を３学期に予定している。

A

・毎月「よさ見つけカード」についての呼びかけを行い、カード記入や受け渡
しを実践してきた。児童の自己肯定感や友達に対する感謝や思いやりの
気持ちが高まってきている。「命を考える日」についてはズームによる実施
であったが、しっかり話を聞くことができ命の大切さをしっかり考えることが
できた。
・ふれあい道徳については、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、全クラスの公開は行えなかった（５・６年だけ実施）が、どの学年も
学習計画に沿って豊かな心をはぐくむ教育活動を行うことができた。指導
要録作成前に道徳の評価について研修会を行い共通理解を図った。

A

　「人権集会」「命を考える日」の取組を行い、また、「いの
ち」について考える取り組みを継続して行うことで、命の大
切さ、他者への思いやりの意識が向上したと思う。地域との
交流は、コロナ禍でできなくても、地域の人との関わりがも
てたと思う。
　ふれあい道徳についても、参観日が少ない中で、実施でき
たことはよかった。

自分つくり部
北村・岡、教
頭

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめ防止等について組織的対応ができ
ていると回答した教職員の割合が70％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュア
ルを作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に3回以上行う。
・なかよしアンケートを毎月行う。

B

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルの見直しを行い全職員で
共有した。
・いじめの対応についての研修については、２回実施した。
・なかよしアンケートは毎月実施し、気になる案件は情報を全職員で共
有している。
・いじめが発生した時に、被害・加害の児童の心のケアをＳＣに依頼し、
カウンセリングを継続的に実施している。
・児童が悩みを打ち明けやすいように職員室前に相談箱を設置した。

A

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルの見直しを行い全職員で共
有した。
・いじめの対応についての研修については、２回実施した。
・なかよしアンケートは毎月実施し、気になる案件は情報を全職員で共有し
た。
・いじめが発生した時に、被害・加害の児童の心のケアをＳＣに依頼し、カ
ウンセリングを継続的に実施した。
・児童が悩みを打ち明けやすいように職員室前に相談箱を設置したこと
で、子供たちが気軽に悩みを相談することができ、早期解決につなげるだ
けでなく、職員間での情報共有にも役立てることができた。

A

　いじめの把握については、よく取り組んでいると思う。特
に、いじめ発生後に、該当児童にカウンセリングを行うフォ
ロー体制を構築しているところがよい。また、相談箱を設置
し、児童が気軽に相談できることもよい取組である。 自分つくり部

牟田、城島

○児童の自己肯定感の向上 ○「心のタイム」等で「光るところ見つけ」
カードを年間５枚以上書く。
○学校生活アンケートで自分のよいところ
があると思う子どもの割合が60％以上

・学校生活の中で、「出番・役割・承認」の取
り組みの充実を図り、児童一人一人の自己
肯定感を高める。
・なかよしアンケートに自己肯定感に関わる
項目を7月、11月に入れて実施する。

A

・学校評価アンケートに自己肯定感に関わる項目を7月、12月
に入れて実施した。
・学校評価アンケートで自分のよいところがあると思う子ども
の割合は８５％であった。 A

・学校評価アンケートに自己肯定感に関わる項目を7月、12月に入れて実
施した。
・学校評価アンケートで自分のよいところがあると思う子どもの割合は８
５％であった。
・来年度は、朝会の時間を利用して委員会の取り組みを発表する場を設け
るなど、児童の活躍の場を増やしていきたい。

A

　「光るところ見つけカード」の取組はすばらしいと思う。児童
によっては、枚数に差があると思うので、少しでもよいところ
を見つけ、枚数が増えるようにしてほしい。これからも自己
肯定感を高める取り組みを継続してほしい。

自分つくり部
牟田、岡、
北村、本村

➊「望ましい生活習慣の形成」 ➊「早寝、早起き、朝ごはん」の啓発を行う。
　歯磨きの啓発を行い、虫歯保有率を20％
以下にする

・「早寝。早起き、朝ごはん」の啓発を年２回
以上行う。
・「すこやかみやきっ子」の調査を実施する。
・歯磨き指導を行い、歯磨き強化週間を設
ける。

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発の１回目は、５月の分散登
校時に養護教諭が各学級で保健指導をした。２回目は１２月
に実施した。保護者には保健だよりで定期的に知らせてい
る。
・すこやかみやきっ子の調査は11月に実施し、担当者で結果
をまとめることにしている。
・歯科衛生士を招いての歯磨き指導についてはコロナ禍で実
施できないが、歯磨き強化週間は６月に実施し全校で取組を
行った。給食後の歯みがきは鏡を使ってみがき残しがないよ
うに確認しながら磨くように指導をしている。

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」の保健指導や啓発活動の取り組みを強化した
が、家庭での実践は昨年より１０％下回っていた。夜遅くまでゲームをして
就寝時間が遅くなっているのも原因のひとつだと考えられる。家庭での更
なる取り組みが必要と思われる。
・給食後の歯みがきは、鏡を使ったり、タイマーを使ったりしてみがくことが
できている。むし歯は２回治療勧告をして３９名中２０名が治療が終わっ
た。むし歯保有率１５．２％である。 B

　「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発は行われていても、ゲームやSNS
などで寝る時刻が遅くならないように、家庭で意識させる取組を検討
する必要がある。
　喫食率が90％を超えており、朝食はきちんととっているので、夜寝る
のが遅くなると食事もとらないで学校へ行く児童が出てくるから、児童
にも寝る時刻をもっと意識させる必要がある。

仲間つくり部
城島、田
中、藤原

○「運動習慣の改善」 ○目標を決めて、「スポーツチャレンジ」に１
回以上取り組む。

・縦割り班で八の字跳びにチャレンジする期
間を決めて取り組ませる。
・学級で種目と目標を決めて、「スポーツ
チャレンジ」に１回以上参加する。

B

・なかよしタイムで11月より八の字跳びに取り組んでいる。
・スポーツチャレンジについては、３学期の実施に向け、内容
の検討を行っている。

B

・なかよしタイムでの八の字跳びは、朝の時間内に記録をとること
ができたのでよかった。来年度はさらに計画的に行い、児童にも提
示することでより有意義な活動につなげていく。
・１年生と５年生が県のブロンズ記録を達成することができた。し
かし、県が設定した記録があるということを十分に周知できなかっ
たため、来年度は教師と児童両方に周知をすることでさらに有意義
な活動にしていく。

A

　３学期になり、スポーツチャレンジに取り組め
たことはよかった。８の字跳びで１年生とドッジ
ボールラリーで５年生が、ブロンズ賞に入った
こともよかったと思う。

仲間つくり部
増本、田
中、城島

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・18:15の退勤時刻と18:30の施錠時刻を徹
底し、最終退勤時刻を職員に周知し、意識
を高める。
・定時退勤日（毎週金曜日）を設定する。
・学校閉庁日を設定する。

B

・最終退勤時刻を提示し、業務の効率化を進めているが、18:30施錠は
なかなか実践できていない。週休日に学校で、授業の準備等を行って
いる職員もいる。一層の業務の効率化と働き方についての意識改革が
必要である。
・定時退勤日を設定し、リフレッシュできるように努めている。遅くても18
時までには退勤できているが、今後、もう少し早く帰れるように促した
い。
・学校閉庁日は、町教委の指示のもと、実施している。

A

・最終退勤時刻を提示し、業務の効率化を進め、18:30施錠はほぼ実践で
きた。週休日に学校で、授業の準備等を行っている職員もいるので、次年
度、一層の業務の効率化と働き方についての意識改革が必要である。
・定時退勤日を設定し、リフレッシュできるように努め、18時までにほぼ退
勤できた。
・学校閉庁日は、町教委の指示のもと、実施してできた。

A

　業務記録で時間外の時間数が、今年減った
ことはよかった。月45時間内は実践できても、
先生方の負担を減らすためにも、人的配置や
業務内容の見直しは必要であると思う。

校長、教
頭、各担任

○教職員の働き方改革の推進 ○毎月の時間外勤務時間45時間以内の割
合を90％以上にする。
○勤務時間を意識し、計画的効率的に職務
遂行できた職員の割合を70％以上にする。

・職員会議の精選、校務分掌の平準化を徹
底し、全職員で協働的に教育活動を行い、
自覚的な働き方改革に取り組む。
・定期的な指導部会において、校務や校内
研究内容等についても効率的、協働的に検
討し合い、チーム学校として教育活動に取り
組む。

B

・職員会議の回数、内容の精選、校務分掌の平準化を意識
し、全職員で協働的に教育活動を行うことはできている。ま
た、月45時間内の時間外労働についても、ほとんどの職員が
実践できているが、働き方改革を進めるためには人的配置や
業務内容の見直しなどが課題である。
・指導部会では、限られた時間内で校務や校内研究内容等に
ついて、効率的、協働的に検討しあうことができ、チーム学校
を意識した教育活動に取り組むことにつながっている。

A

・職員会議の回数、内容の精選、校務分掌の平準化を意識し、全職
員で協働的に教育活動を行うことはできた。
・業務記録で時間外の時間数を今年度減らすことができた。月45時
間内は実践できても、働き方改革を進めるためには人的配置や業務
内容の見直しをさらに行う必要がある。
・指導部会では、限られた時間内で校務や校内研究内容等につい
て、効率的、協働的に検討しあうことができた。チーム学校を意識した
教育活動に取り組むことは、次年度も継続して行い、組織の活性化
につなげたい。

A

　職員会議の回数を晴らしたり、コロナ禍で大
変だったであろうが、行事の見直し、精選を
行ってきたことはよかった。先生方が、協働し
てみんなで物事にあたってもらっていることも
よいと思う。

校長、教
頭、教務、
各担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育の推進
◎自らの夢や目標の実現に向けて努
力する気持ちを高める教育活動の推
進

・ 自分で頑張ることを決め、粘り強く、取り組
むことができていると答える児童が80％以
上

・ 全ての教科等、学校行事等を通して、夢
や目標について自ら考えさせる時間や場面
を設け、キャリアパスポートにまとめる。
・「夢の教室」の実践を通して、６年児童に夢
を持つこと、それに向けて努力することの大
切さを理解させる。

B

・1学期は、コロナウイルス感染予防のため、教科指導や行事
を年度当初の計画通りには行うことができなかった。2学期
は、各教科や学校行事の中での活動や体験の前に自分のめ
あてを意識させ、実践の後に自分のめあてのふり返りをさせ
ることで努力の成果や自分の成長をキャリアパスポートに記
入することができた。
・「夢の教室」の実践を通して、６年児童に夢をもつこと、それ
に向けて努力することの大切さを理解させることができた。

A

・児童アンケートにおいて、「自分でがんばることを決め、ねばり強く取り組む
ことができているか。」の質問に「よくあてはまる。大体あてはまる」と答えた
児童が９３％であった。
・体育大会では、全員にめあてをもたせて取り組ませることを全校で取り組ん
だ。上級生の姿を手本にしながら頑張ろうとする児童の姿をたくさん見ること
ができた。
・「6年生を送る会」では、代表委員会での話し合いをもとに、各学年で計画的
に準備を進めることができた。下級生は、6年生への感謝や憧れの気持ちを
6年生は下級生の成長や励ましの言葉を伝えることができた。1年間を振り返
りながら、なりたい自分の姿をもたせることができた。

A

　「夢の教室」を行うことにより、ゲスト講師の
話から夢をもち、それに向かう努力の必要性
を理解させることはすばらしい。
　様々な体験活動が、コロナ禍で制限され実
施できなかったことは残念であった。

仲間つくり部
各担任

〇開かれた学校づくり 地域連携、幼保小中連携の推進

・授業参観や学校行事における児童の家族
及び地域住民の来校者を前年度比10％増
を目指す。
・三根校区の幼保、三根西小、三根中との
交流行事に関わる児童及び教職員数の前
年度比増を目指す。

・1つの行事の案内を複数の場面で行い、期
日や内容の事前周知を図る。
・学校ホームページの更新を定期的に行
い、教育活動の様子を随時伝える。
・三根校区幼保小中の会議や研修、交流会
の事前周知・情報共有を図る。

B

・1つの行事の案内をメールや複数の場面で行い、期日や内容について
は、事前周知を図ることができた。今後、参加率を把握しながら周知徹
底を図っていく。
・学校ホームページの更新を定期的に行い、教育活動の様子を随時伝
えている。
・三根校区幼保小中の会議や研修、交流会は、コロナ禍で実施できて
いないが、11月には、本校の卒業生である三根中の生徒が本校であい
さつ運動をした。昨年に比べ多くの生徒が参加してさわやかな明るい雰
囲気を作ってくれた。２月に幼保小の連絡協議会を実施予定で、情報交
換を通して支援体制の検討を行う。また、小中連携に関する代表者会
を実施し、次年度の取組の方向性について検討することにしている。

A

・1つの行事の案内をメールや複数の場面で行い、期日や内容について
は、事前周知を図ることができた。行事の参加率もコロナ禍で参加者が限
定されていたのもあるが、80％以上の参加率があった。
・学校ホームページの更新を定期的に行い、教育活動の様子を随時伝え
ている。
・三根校区幼保小中の会議や研修、交流会は、コロナ禍で実施できていな
いが、２月に幼保小の連絡協議会を実施し、その後各園の訪問も実施し、
支援体制の検討を行った。小中連携に関する代表者会を２月に実施し、次
年度の取組の方向性について検討を行い、校内組織の見直しにつなげる
ことができた。

A

　行事の案内などは、メールでも配信され、周
知できていると思う。
　HP更新も定期的に行われている。次年度の
予定なども早い段階で、周知されているので
よいと思う。コロナが落ち着けば、行事関係も
もっと早くから周知できると思う。

教頭、教
務、坂井、
北村

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

主な担当者

キャッチフレーズ　　　　　「夢にチャレンジ東っ子」
学校教育目標　　　　　「元気いっぱい 笑顔あふれる」 児童の育成
　　　　　　　　　～　自分大すき、友だち大すき、学校大すきな子供　～

1　心の安心を育む学校風土の確立と児童の自己肯定感の向上（自分つくり）
２　豊かな体験活動の充実と地域を生かした教育活動の推進（仲間づくり）
３　確実な学力向上と主体的・対話的で深い学びの推進（学びづくり）

A

　県の学習状況調査の結果が、県平均をかなり上回ってい
たのはすばらしいと思う。学習内容をきちんと理解させてい
ただいている結果である。
　学力向上対策評価シートで「進んで話し合いに参加した」
の質問に90％、「自分の考えを書くことができた」に89％の
児童が肯定的な回答をしているのもすばらしい。ただ、「自
分の考えを話すことができている」児童が70％にとどまって
いるので、これからできていない児童をどうできるようにして
いくのかを考えた指導を検討してほしい。
　朝の時間の算数音読テストを定期的に行い、児童一人一
人の学習状況が分かりすばらしいと思う。

中間評価 最終評価 学校関係者評価重点取組

２　学校教育目標

●健康・体つくり

具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

令和元年度の評価結果については、主に以下のような成果や課題があった。
◇児童の一人一人のよさや可能性を見つけ伸ばす学級経営のもと、校内研究を通した授業改善を行うこと等により、全国・県調査では、5年社会科「思考・判断」を除き、4教科全領域において全国・県平均を上回ることができた。
◆児童の主体的な態度の育成については、今年度のがん教育に係る研修の成果である「教育活動を『点』ではなく『線』で捉える」ことで、教科等横断的な視点で小学校6年間の見通しを持った指導を行っていく必要がある。
◆開発的生徒指導の理念を全職員が理解し、委員会活動や係活動などにおいて、「出番・役割・承認」取組の充実を図り、児童一人一人の自己肯定感を高め、主体的・実践的な態度を育成する。

主な担当者

１　前年度

　　評価結果の概要

３　本年度の重点目標

学校名 みやき町立三根東小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上 B

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍で成果目標についての具体的な取組が実施できない項目もあったが、取り組める内容については、きちんと全職員で行ってきた。そのため、学校関係者評価においては、マイナスな評価はほとんどなかった。これからも職員の協働体制で、「チーム東小」として、教育活動を進めていきたい。
・「光るところ見つけカード」は、児童間だけでなく、職員や保護者からもよいところを見つけてもらいカードに書かれることで、自己肯定感の意識の高揚につながった。
・６年生の「夢の教室」は、講師からの体験談を聞くなど、日頃経験できない貴重な体験ができ夢をもつことへの意識付けになった。さらに、校長から「夢の実現」についての授業を受け、６年生にとって「夢を語れる場」をもてたことは、成果の一つであった。
・次年度は、ゲームなどをして、夜遅くまで起きている就寝時刻のことが話題になったので、SNSの使い方も含め、保護者に意識付けを図る取組を行いたい。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


